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中
国
か
ら
見
た
複
数
言
語
と
日
本
研
究

伊
　
東
　
貴
　
之

中
国
、
更
に
は
、
台
湾
を
含
む
中
国
語
圏
に
お
け
る
日
本
研
究
に
は
、
取
り
分
け
、
日
中
国
交
回
復
後
、
か

な
り
の
蓄
積
が
あ
る
こ
と
は
、
論
を
俟
た
な
い
。

ま
ず
、
中
国
で
は
、
日
文
研
と
も
何
か
と
御
縁
の
深
い
、
北
京
日
本
学
研
究
中
心
（
セ
ン
タ
ー
）
が
最
も
有

名
で
あ
ろ
う
。
夙
に
御
高
承
の
向
き
も
多
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
同
・
セ
ン
タ
ー
は
、
中
国
に
お
け
る
日
本

語
・
日
本
研
究
の
拠
点
と
し
て
、
ま
た
、
日
本
と
の
交
流
に
携
わ
る
各
分
野
の
人
材
の
養
成
を
目
的
と
し
て
、

一
九
七
九
年
、
当
時
の
大
平
正
芳
首
相
と
華
国
鋒
首
相
の
合
意
に
よ
り
、
翌
八
〇
年
に
設
立
さ
れ
た
日
本
語
研

修
セ
ン
タ
ー
（
通
称
・
大
平
学
校
）
の
後
継
機
関
と
し
て
、
一
九
八
五
年
に
中
国
教
育
部
（
日
本
の
文
科
省
に

相
当
）
と
日
本
の
国
際
交
流
基
金
（
ジ
ャ
パ
ン
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
）
と
の
協
議
に
よ
り
開
設
さ
れ
た
も
の

で
、
現
在
で
は
、
北
京
外
国
語
大
学
に
日
本
語
学
・
日
本
文
学
・
日
本
文
化
・
日
本
社
会
・
日
本
経
済
な
ど
を

研
究
・
教
育
す
る
、
総
合
的
な
大
学
院
の
修
士
課
程
・
博
士
課
程
が
設
置
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
北
京
大
学
に
お

い
て
も
、
主
と
し
て
、
社
会
科
学
系
の
博
士
課
程
学
生
を
対
象
と
す
る
講
座
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
何
れ
も
、

適
宜
、
日
本
人
研
究
者
を
教
授
陣
と
し
て
一
定
期
間
、
招
聘
し
た
り
、
資
料
の
収
集
や
文
献
調
査
の
た
め
に
、

学
生
た
ち
が
来
日
し
て
研
究
す
る
機
会
を
設
け
た
り
し
て
い
る
。

北
京
日
本
学
研
究
中
心
の
学
生
た
ち
は
、
日
本
語
が
き
わ
め
て
堪
能
な
こ
と
で
も
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
ま

た
、
研
究
者
や
中
国
国
内
各
地
の
日
本
語
教
師
の
み
な
ら
ず
、
官
公
庁
や
企
業
な
ど
で
、
実
務
に
携
わ
る
若
手
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幹
部
の
養
成
に
も
力
を
注
い
で
き
た
経
緯
も
あ
っ
て
、
日
本
側
の
協
力
と
も
相
俟
っ
て
、
何
れ
に
し
て
も
、
往

事
の
日
中
友
好
的
な
ム
ー
ド
や
政
策
の
反
映
で
あ
り
、
結
実
で
も
あ
る
と
い
う
側
面
が
強
い
。

ま
た
、
専
門
的
な
日
本
研
究
と
い
う
点
で
は
、
む
し
ろ
歴
史
も
長
い
の
は
、
周
恩
来
首
相
の
ほ
か
、
ノ
ー
ベ
ル

物
理
学
賞
の
受
賞
者
・
李
政
道
（
リ
ー
・
ジ
ョ
ン
ダ
オ
）
教
授
や
楊
振
寧
（
ヤ
ン
・
チ
ェ
ン
ニ
ン
）
教
授
ら
の
母

校
と
し
て
も
名
高
い
、
天
津
の
南
開
大
学
で
あ
り
、
就
中
、
同
大
に
附
設
さ
れ
た
日
本
研
究
院
を
逸
し
て
は
な

ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
同
院
は
、
夙
に
一
九
六
〇
年
代
よ
り
、
同
大
の
歴
史
研
究
所
・
日
本
史
研
究
室
、
次
い
で
、

日
本
研
究
中
心
（
セ
ン
タ
ー
）
な
ど
を
母
体
と
し
て
、
大
学
院
レ
ヴ
ェ
ル
で
は
、
中
国
国
内
で
最
も
早
く
か
ら

研
究
・
教
育
を
展
開
し
て
お
り
、
歴
史
、
政
治
・
外
交
、
経
済
、
思
想
・
文
化
、
社
会
・
教
育
な
ど
、
中
国
に

お
け
る
人
文
系
諸
分
野
の
日
本
研
究
の
メ
ッ
カ
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
日
本
語
で
の
著
述
も
多
い
、
日
本
史
・

日
本
思
想
史
の
故
・
王
家
驊
（
ワ
ン
・
ヂ
ャ
ー
フ
ァ
ー
）
教
授
な
ど
、
著
名
な
研
究
者
を
輩
出
し
て
い
る
。

そ
の
他
、
現
在
で
は
、
中
国
社
会
科
学
院
、
清
華
大
学
、
復
旦
大
学
、
香
港
中
文
大
学
、
吉
林
大
学
、
東
北

師
範
大
学
、
山
東
大
学
、
浙
江
大
学
、
四
川
大
学
な
ど
、
各
地
の
大
学
や
社
会
科
学
院
に
も
、
日
本
研
究
の
専

攻
や
日
本
研
究
所
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
、
制
度
的
な
整
備
の
面
で
も
、
そ
の
進
展
に
は
、
著
し
い
も
の
が
あ

る
。
こ
の
う
ち
、
復
旦
大
学
の
日
本
研
究
中
心
（
セ
ン
タ
ー
）
や
歴
史
系
の
方
々
と
は
、
日
文
研
も
つ
い
先

年
、
共
催
で
第
一
八
回
・
海
外
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
江
南
文
化
と
日
本
」（
二
〇
一
一
年
）
を
催
し
た
ば
か
り
で

あ
る
。

翻
っ
て
、
台
湾
の
状
況
を
概
観
す
る
な
ら
、
や
は
り
日
本
語
・
日
本
文
学
を
は
じ
め
と
す
る
、
日
本
研
究
の

牙
城
と
し
て
は
、
ま
ず
、
教
育
・
研
究
機
関
と
し
て
、
国
立
台
湾
大
学
・
文
学
院
の
日
本
語
文
学
系
、
他
方
、

研
究
中
心
の
機
関
と
し
て
は
、
同
じ
く
台
湾
大
学
文
学
院
に
附
設
さ
れ
た
日
本
研
究
中
心
（
セ
ン
タ
ー
）
や
人

文
社
会
高
等
研
究
院
に
附
属
す
る
日
本
・
韓
国
研
究
平
台
（
拠
点
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
）
な
ど
が
、
代
表
的
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な
存
在
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
先
年
、
日
文
研
の
外
国
人
客
員
研
究
員
と
し
て
滞
在
さ
れ
た
、
徐
興
慶
（
シ
ュ
ー
・

シ
ン
チ
ン
）
教
授
が
、
そ
の
中
心
的
な
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
研
究
・
教
育
を
リ
ー
ド
さ
れ
、
ま
た
、
そ
の
設
立

に
も
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
経
緯
が
あ
る
。

特
に
台
湾
大
学
・
文
学
院
の
日
本
語
文
学
系
の
場
合
、
通
常
、
多
く
の
中
国
や
台
湾
の
大
学
の
場
合
が
そ
う

で
あ
る
よ
う
に
、
外
国
語
文
学
系
の
下
位
の
組
織
で
は
な
く
、
中
国
語
文
学
系
、
外
国
語
文
学
系
、
歴
史
学

系
、
哲
学
系
な
ど
と
並
列
す
る
専
攻
と
し
て
、
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
特
筆
さ
れ
よ
う
。
京
都
大
学
か

ら
移
籍
さ
れ
た
、
日
本
思
想
史
・
教
育
思
想
史
の
辻
本
雅
史
教
授
を
は
じ
め
、
数
名
の
日
本
人
ス
タ
ッ
フ
も
擁

し
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
研
究
中
心
（
セ
ン
タ
ー
）
や
人
文
社
会
高
等
研
究
院
な
ど
は
、
取
り
分
け
、
近
年
、

さ
ま
ざ
ま
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
出
版
活
動
を
通
じ
て
、
世
界
的
な
レ
ヴ
ェ
ル
で
も
、
日
本
研
究
を
牽
引
す
る
存

在
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
他
に
も
、
教
育
機
関
と
し
て
は
、
国
立
大
学
で
は
、
政
治
大
学
外
国
語
文
学
院
・
日
本
語
文
学
系
、
私

立
大
学
で
は
、
淡
江
大
学
外
国
語
文
学
院
・
日
本
語
文
学
系
な
ど
、
研
究
中
心
の
機
関
と
し
て
、
国
立
中
山
大

学
・
日
本
研
究
中
心
、
輔
仁
大
学
外
語
学
院
・
日
本
研
究
中
心
、
淡
江
大
学
日
本
研
究
中
心
な
ど
、
ま
た
、
む

し
ろ
国
際
関
係
や
社
会
科
学
系
に
重
点
を
置
く
研
究
機
関
と
し
て
、
中
華
経
済
研
究
院
・
日
本
中
心
な
ど
が
あ

る
。
台
湾
大
学
と
並
ぶ
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
牙
城
、
中
央
研
究
院
の
亜
太
区
域
（
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
）
研

究
専
題
中
心
も
、
同
様
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
が
、
此
方
は
、
日
本
プ
ロ
パ
ー
の
研
究
所
で
は
な
く
、
目
下
、
や

は
り
日
文
研
と
も
御
縁
の
深
い
、
中
央
研
究
院
・
近
代
史
研
究
所
の
黄
自
進
（
フ
ワ
ン
・
ツ
ー
チ
ン
）
教
授
ら

が
中
心
と
な
っ
て
、
日
本
学
プ
ロ
パ
ー
の
研
究
所
を
中
央
研
究
院
の
な
か
に
設
置
す
べ
く
、
尽
力
さ
れ
て
い
る
。

ま
さ
に
、
こ
う
し
た
日
本
語
教
育
や
日
本
研
究
の
蓄
積
の
上
に
、
現
在
、
中
国
や
台
湾
で
は
、
日
本
の
同
時

代
の
文
学
作
品
や
学
術
書
な
ど
も
、
陸
続
と
翻
訳
さ
れ
、
上
梓
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
詳
細
は
、
曾
て
別
稿
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に
お
い
て
も
論
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
（
―
拙
稿
「
中
国
、
モ
ン
ゴ
ル
で
『
文
学
』
を
―
カ
デ
ン
ツ
ァ
風
」、

『
國
文
學
　
解
釈
と
教
材
の
研
究
』
第
四
七
巻
・
第
一
〇
号
、
學
燈
社
、
二
〇
〇
二
年
八
月
号
）、
い
わ
ゆ
る
村

上
春
樹
現
象
な
ど
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
取
り
分
け
、
村
上
作
品
に
関
し
て
は
、
殆
ど
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の

受
容
や
享
受
が
、
海
峡
両
岸
、
な
い
し
は
、
両
岸
三
地
な
ど
と
呼
ば
れ
る
、
大
陸
・
台
湾
・
香
港
を
含
む
、
中

国
語
圏
の
全
域
で
、
広
く
深
く
滲
透
し
て
い
る
さ
ま
が
見
て
取
れ
る
。

ま
た
、
日
本
の
中
国
研
究
な
ど
、
学
術
書
の
翻
訳
出
版
と
い
う
点
で
は
、
大
陸
の
方
が
、
や
や
先
ん
じ
て
い

る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
特
に
江
蘇
人
民
出
版
社
の
海
外
中
国
研
究
叢
書
と
い
う
シ
リ
ー
ズ
が
、
英
語
圏
を

中
心
と
す
る
欧
米
の
第
一
線
の
中
国
学
の
成
果
と
と
も
に
、
島
田
虔
次
、
溝
口
雄
三
、
斯
波
義
信
、
吉
川
忠

夫
、
濱
下
武
志
の
諸
氏
ら
、
戦
後
日
本
の
歴
史
学
を
中
心
と
し
た
中
国
研
究
の
良
質
な
達
成
を
広
く
翻
訳
・
紹

介
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
中
国
で
の
現
代
日
本
の
学
術
書
の
翻
訳
・
紹
介
の
状
況
は
、
人
文
・
社
会
科
学
に

限
っ
て
み
て
も
、
丸
山
眞
男
、
廣
松
渉
か
ら
、
子
安
宣
邦
、
蓮
實
重
彦
、
柄
谷
行
人
な
ど
、
中
国
学
に
止
ま
ら

な
い
広
汎
な
拡
が
り
を
示
し
て
い
る
。

翻
っ
て
、
文
学
作
品
の
翻
訳
で
は
、
島
田
雅
彦
、
川
上
弘
美
、
小
川
洋
子
の
諸
氏
ら
、
中
堅
作
家
の
作
品
か

ら
、
ミ
ス
テ
リ
ー
や
歴
史
小
説
・
時
代
小
説
の
分
野
な
ど
、
む
し
ろ
台
湾
の
方
が
、
日
本
語
の
読
者
層
の
厚
み

を
感
じ
さ
せ
る
翻
訳
・
紹
介
ぶ
り
が
注
目
さ
れ
る
。
他
方
、
現
代
中
国
に
お
い
て
、
ほ
ぼ
完
璧
に
近
い
全
集
や

著
作
集
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
作
家
と
し
て
、
上
述
し
た
村
上
春
樹
の
ほ
か
、
中
国
を
題
材
と
し
た
作
品
の
多
い

井
上
靖
や
ノ
ー
ベ
ル
賞
作
家
の
大
江
健
三
郎
な
ど
に
加
え
て
、
何
と
渡
辺
淳
一
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
存
外
、
彼

の
人
気
が
高
い
こ
と
、
更
に
は
、
谷
崎
や
川
端
な
ど
の
日
本
的
な
美
意
識
の
伝
統
を
継
ぐ
作
家
と
し
て
紹
介
さ

れ
、
喧
伝
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
は
、
御
愛
敬
と
で
も
言
う
べ
き
か
。

そ
れ
で
は
、
こ
う
し
た
翻
訳
・
紹
介
に
も
、
如
実
に
反
映
さ
れ
て
い
る
如
く
、
中
国
や
台
湾
に
お
け
る
日
本
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語
教
育
、
日
本
研
究
は
、
日
々
隆
盛
を
極
め
て
い
る
と
、
手
放
し
で
言
祝
ぐ
べ
き
状
況
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う

か
？
―
残
念
な
が
ら
、
そ
れ
を
肯
う
に
は
、
些
か
遠
く
、
む
し
ろ
懐
疑
や
躊
躇
の
念
が
、
萌
さ
ざ
る
を
得
な
い

の
が
現
状
で
あ
ろ
う
。

何
も
短
い
時
間
的
な
ス
パ
ン
で
の
、
日
中
関
係
の
齟
齬
や
軋
轢
と
い
っ
た
こ
と
だ
け
が
、
問
題
な
の
で
は
な

い
。
無
論
、
現
状
の
よ
う
な
事
態
が
長
引
く
な
ら
、
お
互
い
の
学
術
・
文
化
の
交
流
や
日
本
学
の
進
展
に
と
っ

て
も
、
些
か
憂
慮
さ
れ
、
懸
念
さ
れ
る
傾
向
が
、
深
ま
る
懼
れ
も
無
し
と
し
な
い
。
し
か
る
に
、
取
り
敢
え

ず
、
現
時
点
ま
で
の
中
国
な
り
、
台
湾
な
り
の
学
界
・
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
や
文
壇
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
な
ど
の
趨

勢
を
鑑
み
る
に
、
取
り
分
け
近
年
、
米
国
を
中
心
と
し
た
欧
米
志
向
が
一
層
深
ま
り
、
日
本
の
存
在
な
り
、
日

本
の
学
術
や
文
化
の
相
対
的
な
地
位
が
、
む
し
ろ
逓
減
し
て
い
る
こ
と
が
、
当
面
の
問
題
な
の
で
あ
る
。
上
述

し
た
よ
う
な
、
文
学
作
品
や
人
文
・
社
会
科
学
の
翻
訳
・
出
版
の
盛
況
ぶ
り
も
、
必
ず
し
も
日
本
研
究
の
進
展

や
深
化
の
結
果
ば
か
り
で
は
な
く
、
広
く
海
外
の
学
術
や
文
化
を
紹
介
し
、
受
容
し
よ
う
と
い
う
意
欲
の
現
れ

の
一
環
と
し
て
、
理
解
さ
れ
、
捉
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
何
と
な
れ
ば
、
欧
米
の
同
時
代
の
文
学
な
り
、

ポ
ス
ト
・
モ
ダ
ン
の
現
代
思
想
な
ど
の
翻
訳
・
紹
介
も
、
あ
る
意
味
で
は
、
一
層
の
隆
盛
ぶ
り
を
見
せ
て
い
る

と
も
言
え
る
か
ら
で
あ
る
（
―
例
え
ば
、
王
前
『
中
国
が
読
ん
だ
現
代
思
想
―
サ
ル
ト
ル
か
ら
デ
リ
ダ
、
シ
ュ

ミ
ッ
ト
、
ロ
ー
ル
ズ
ま
で
』、
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
、
二
〇
一
一
、
参
照
）。
も
っ
と
も
、
社
会
科
学
や
映
画
、

サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
な
ど
を
視
野
に
入
れ
る
な
ら
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
よ
り
大
き
な
潮
流
は
、
文
化
的
な
意
味

で
の
ア
メ
リ
カ
ン
・
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
席
捲
と
見
る
こ
と
も
出
来
る
。

実
際
、
聞
く
と
こ
ろ
で
は
、
台
湾
に
お
い
て
は
、
留
学
先
に
よ
る
学
閥
的
な
グ
ル
ー
プ
形
成
が
見
ら
れ
、
曾

て
は
、
日
本
留
学
組
が
多
数
派
で
あ
っ
た
の
が
、
現
在
で
は
、
米
国
留
学
が
主
流
化
し
つ
つ
あ
っ
て
、
日
本
研

究
者
と
し
て
は
、
学
術
的
な
意
味
で
も
、
そ
う
し
た
趨
勢
に
対
抗
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
由



25

で
あ
る
。
例
え
ば
、
台
湾
の
女
性
作
家
・
李
昂
（
リ
ー
ア
ン
）
の
作
品
（
―
一
例
と
し
て
、
何
れ
も
国
書
刊
行

会
か
ら
、
邦
訳
も
あ
る
『
迷
い
の
園
』『
自
伝
の
小
説
』）
な
ど
で
は
、
戦
中
派
の
日
本
語
・
台
湾
語
世
代
、
戦

後
の
北
京
語
世
代
、
そ
し
て
英
語
世
代
と
も
言
う
べ
き
、
留
学
志
向
の
孫
の
世
代
と
の
葛
藤
な
ど
が
、
し
ば
し

ば
描
か
れ
て
い
る
が
、
台
湾
の
場
合
、
よ
り
深
い
と
こ
ろ
で
は
、
そ
う
し
た
世
代
間
で
の
言
語
的
な
断
裂
や
社

会
変
容
の
反
映
す
ら
も
、
か
か
る
事
態
の
背
景
に
は
、
横
た
わ
っ
て
い
る
の
や
も
知
れ
な
い
。

さ
て
、
日
本
の
存
在
感
の
相
対
的
な
低
下
と
い
う
点
で
は
、
憂
慮
す
べ
き
は
、
日
本
学
の
み
な
ら
ず
、
世
界

的
な
視
野
か
ら
見
た
と
き
、
筆
者
が
専
門
と
し
て
い
る
、
中
国
学
や
中
国
研
究
、
あ
る
い
は
、
東
洋
学
の
分
野

で
も
、
同
様
の
傾
向
が
、
か
な
り
顕
著
に
見
受
け
ら
れ
、
実
感
も
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
曾
て
日
本
の
中
国

学
、
東
洋
学
な
ど
は
、「
世
界
に
冠
た
る
」
中
国
学
、
東
洋
学
な
ど
と
す
ら
、
呼
称
さ
れ
た
時
期
さ
え
あ
る
。

イ
ン
ド
学
・
仏
教
学
の
場
合
に
は
、
そ
の
近
代
化
に
当
た
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
言
語
学
（
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト

学
）
な
ど
の
多
大
な
影
響
を
受
け
た
点
で
、
や
や
異
な
る
が
、
取
り
分
け
、
中
国
学
の
場
合
、
前
近
代
以
来
の

儒
学
・
漢
学
の
伝
統
に
加
え
て
、
地
政
学
的
に
見
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
で
、
日
本
に
有
利
な
状
況
に
は
事

欠
か
な
か
っ
た
。
戦
後
の
長
い
期
間
に
あ
っ
て
も
、
中
国
や
台
湾
に
比
べ
て
、
日
本
の
場
合
、
大
陸
・
台
湾
・

欧
米
の
そ
れ
ぞ
れ
の
中
国
研
究
に
対
し
て
、
比
較
的
ア
ク
セ
ス
し
易
い
状
況
下
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
あ
る
意
味

で
は
、
冷
戦
構
造
に
よ
る
、
漁
夫
の
利
の
よ
う
な
立
場
で
も
あ
っ
た
点
は
否
め
な
い
も
の
の
、
研
究
上
か
ら
す

れ
ば
、
や
は
り
僥
倖
と
言
う
べ
き
で
あ
っ
た
ろ
う
。

し
か
る
に
、
現
在
で
は
、
海
峡
両
岸
の
人
的
・
学
術
的
な
交
流
の
活
発
化
は
も
と
よ
り
、
中
国
や
台
湾
か
ら

も
、
米
国
を
中
心
と
す
る
欧
米
留
学
が
、
か
な
り
一
般
化
し
て
い
る
上
に
、
特
に
戦
後
の
米
国
に
お
け
る
中
国

研
究
の
進
展
、
米
国
の
中
国
学
の
国
際
的
な
擡
頭
と
い
っ
た
事
態
と
も
相
俟
っ
て
、
い
わ
ば
日
本
の
頭
越
し

に
、
学
術
的
な
交
流
や
人
的
な
往
来
が
行
わ
れ
る
よ
う
な
傾
向
さ
え
、
ご
く
普
通
に
経
験
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
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て
い
る
。

加
え
て
、
欧
米
の
中
国
学
、
東
洋
学
そ
れ
自
体
の
変
質
と
い
う
要
因
も
大
き
い
。
欧
米
、
特
に
米
国
に
お
い

て
、
歴
史
学
部
や
ア
ジ
ア
研
究
な
ど
の
講
座
の
中
で
、
ポ
ス
ト
や
履
修
者
の
人
数
的
に
も
、
次
第
に
日
本
学
が

占
め
る
割
合
が
逓
減
し
、
些
か
国
策
的
な
意
味
合
い
も
含
め
て
、
中
国
研
究
や
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
へ
と
緩

や
か
な
シ
フ
ト
が
敷
か
れ
て
い
る
こ
と
が
、
夙
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
曾
て
ま
さ
に
日
本
の

中
国
学
や
東
洋
学
が
、「
世
界
に
冠
た
る
」
と
形
容
さ
れ
た
時
期
に
は
、
欧
米
の
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
に
お
い
て
は
、

中
国
学
を
研
究
す
る
た
め
に
、
そ
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、
わ
ざ
わ
ざ
日
本
語
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と
も
、
む
し
ろ
一

般
的
で
す
ら
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
大
学
で
は
、
漢
文
訓
読
な
ど
も
教
授
さ
れ
て
い
た
由
で
あ
る
。
現
在

で
も
、
そ
う
し
た
伝
統
の
名
残
と
し
て
、
筆
者
の
知
る
限
り
で
も
、
米
国
の
中
国
思
想
史
の
泰
斗
、
ベ
ン
ジ
ャ

ミ
ン
・
エ
ル
マ
ン
教
授
や
フ
ラ
ン
ス
の
仏
教
学
の
第
一
人
者
で
あ
る
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ジ
ラ
ー
ル
教
授
の
よ

う
に
、
日
本
語
に
堪
能
な
方
も
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
が
、
年
代
的
に
は
、
や
や
片
よ
り
が
見
受
け
ら
れ
る
の

も
事
実
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
縷
説
し
て
き
た
よ
う
な
事
態
を
反
映
し
て
、
筆
者
な
ど
も
近
年
、
特
に
痛
感
す
る
の
は
、
中
国
や
台

湾
で
開
催
さ
れ
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
学
会
な
ど
の
場
で
使
用
さ
れ
る
、
い
わ
ば
共
通
言
語
や
使
用
言
語
の

変
遷
で
あ
る
。
開
催
国
が
何
処
で
あ
れ
、
中
国
学
や
中
国
研
究
の
場
合
、
中
国
語
が
第
一
言
語
で
あ
る
の
は
、

余
り
に
も
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
日
本
学
が
そ
の
対
象
で
は
な
い
に
も
拘
わ
ら
ず
、
曾
て
は
日
本
語
で
の
発

表
に
通
訳
が
付
く
ほ
か
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
日
本
語
も
併
用
さ
れ
る
こ
と
さ
え
、
ご
く
日
常
的
な
風
景
で

あ
っ
た
。
そ
れ
が
最
近
で
は
、
呻
吟
し
な
が
ら
で
も
、
や
は
り
中
国
語
で
報
告
せ
ざ
る
を
得
な
い
ケ
ー
ス
が
多

く
な
る
一
方
で
、
英
語
で
の
発
表
に
は
、
必
ず
し
も
通
訳
も
付
か
ず
、
恰
も
英
語
が
第
二
公
用
語
の
よ
う
な
情

景
す
ら
、
珍
し
い
も
の
で
は
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
ま
た
、
よ
り
広
い
背
景
や
情
況
と
し
て
は
、
ビ
ジ
ネ
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ス
の
世
界
や
留
学
生
同
士
の
間
で
は
、
東
ア
ジ
ア
出
身
の
人
び
と
同
士
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
英
語
を
共
通

言
語
と
し
て
会
話
し
合
う
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
、
一
般
化
・
日
常
化
し
つ
つ
あ
る
と
い
っ
た
、
い
わ
ば
英
語
グ

ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
（
帝
国
主
義
？
）
の
世
界
化
と
も
、
一
面
で
平
仄
が
合
う
事
態
で
は
あ
る
。

結
論
と
し
て
は
、
些
か
凡
庸
か
も
知
れ
な
い
が
、
日
本
学
と
中
国
学
や
東
洋
学
と
を
問
わ
ず
、
日
本
人
研
究

者
と
し
て
は
、
英
語
や
中
国
語
な
ど
、
多
言
語
で
の
発
信
に
よ
り
一
層
、
心
懸
け
る
と
同
時
に
、
や
は
り
本
来

の
研
究
そ
れ
自
体
の
精
度
を
高
め
て
、
日
本
の
学
術
が
世
界
的
に
も
参
照
さ
れ
る
よ
う
な
体
制
作
り
に
も
、
意

を
用
い
る
べ
き
か
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
他
、
最
後
に
な
る
が
、
中
国
か
ら
見
た
複
数
言
語
と
い
う
こ
と
で
は
、
中
国
域
内
の
少
数
民
族
言
語
に

加
え
て
、
普
通
話
（
プ
ー
ト
ン
フ
ァ
）（
標
準
語
）
に
止
ま
ら
な
い
、
中
国
語
（
漢
語
）
自
体
の
方
言
の
多
様

性
な
ど
も
、
重
要
な
論
点
と
な
ろ
う
（
―
な
お
、
少
数
民
族
の
言
語
や
文
学
な
ど
に
つ
い
て
、
御
関
心
の
向
き

は
、
や
は
り
前
掲
の
拙
稿
を
参
看
さ
れ
た
い
）。
筆
者
自
身
、
前
任
校
で
は
、
初
級
の
中
国
語
の
教
育
に
も
携

わ
っ
た
が
、
普
通
話
（
プ
ー
ト
ン
フ
ァ
）
ば
か
り
で
は
な
く
、
会
話
人
口
の
多
さ
か
ら
す
れ
ば
、
広
東
語
な
ど

も
、
も
っ
と
教
え
ら
れ
、
学
ば
れ
て
も
良
い
、
実
用
言
語
と
し
て
も
、
文
化
人
類
学
な
ど
に
お
い
て
も
、
き
わ

め
て
重
要
な
言
語
で
あ
る
。
ま
た
、
ア
ジ
ア
地
域
の
言
語
と
い
う
点
で
は
、
特
に
日
本
の
場
合
、
教
育
・
研
究

上
の
観
点
か
ら
は
、
逆
に
必
ず
し
も
中
国
語
だ
け
で
、
そ
れ
を
代
表
さ
せ
る
必
然
性
も
な
く
、
韓
国
語
（
韓

国
・
朝
鮮
語
）
や
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
語
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
な
ど
、
よ
り
多
様
な
言
語
が
学
ば
れ
る
こ
と
が
、
文
化

の
多
様
性
の
維
持
や
拡
充
と
い
う
意
味
か
ら
も
、
望
ま
し
い
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
）


